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日程：2015 年 8 月 29 日(土)

～30 日(日)

参加者：356 名(うち神奈川 10 名)

コース：全行程走行、遊覧(走行

と十和田湖遊覧船)、観光

(全行程バス)の 3 コース

上記大会が「あおもりグリーン

ライドサイクリングフェスタ」と

銘打って開催されました。テーマ

は「木漏れ日あふれる奥入瀬渓流

で緑の風と深呼吸」です。コース

は、遊覧コースを申込みました。

初日受付場所、東北新幹線「七

戸十和田」駅前 8:15～ですが、当

日出発では間に合わず前泊です。

駅周辺の宿泊施設は少なく、十和

田市内のビジネスホテルを予約

しました。

大会前日、サイクリングジャパ

ン誌の特集紹介記事を参考に七

戸十和田駅から十和田市を目指

します。大会スタート地点の「し

ちのへ秋まつり山車展示館」を見

学、昼食の後、20 分ほどして、

ジェラート NAMIKI でジャージ

ー牛の新鮮なミルクで作ったジ

ェラートを、農耕用機械を見なが

ら頂きました。美味しい。十和田

市まではアップダウンが続き、二

時間半ほどかかりました。明朝、

会場まで走るのは無理と判断し、

バス移動と決め時刻を確認。明日

の大会コースにある、十和田現代

美術館を一足先に見学しました。

展示室最初の「スタンディングウ

ーマン」の巨大な彫刻は写真で見

たことはあるが圧倒されます。中

のカフェでアップルパイを頂き

ました。夕食はＢ-1 グランプリ受

賞「十和田バラ焼き」。玉ねぎと

バラ牛肉をリンゴ果汁などが入

ったタレで焼きながら、焼酎とと

もに賞味しました。

大会初日、スタート地点で受付

後、出走式。十和田神社神主さん

の安全のお祓いを受け、10 数人

ずつの写真撮影後出発。大勢が一

度にスタートしないよう良いア

イデアでした。旧南部縦貫鉄道レ

ールバス展示場を見て、車の少な

い田んぼや、ソバ畑を通る道を走

ります。コース途中には立哨スタ

ッフ、また一緒に走る同行スタッ

フもおり、迷うようなこともあり

ません。保育園の子供たちの声援

もありました。

十和田現代美術館はショート

カットし昼食会場の「駒っこラン

ド」に向かいます。急な坂道を登

って、お弁当と特設調理台での焼

きたて「十和田バラ焼き」です。

馬の文化資料館「称徳館」を見

学後、奥入瀬渓流に向かいます。

渓流入口で休憩、ミニトマト、飲

物を頂きます。ここから奥入瀬渓

流の登りが始まります。澄んだ水

は周囲の緑や岩と溶け合い、くも

り気味だった天気も晴れて、まさ

しく大会テーマの木漏れ日です。

渓流の登り所要時間が読めず、十

和田湖遊覧船乗り場「子ノ口」の

出発時間に間に合わせるよう、最

後はスパートとなりました。遊覧

船で約 1 時間、湖と木々や岩が作

り出す絶景を堪能し、「休み屋」

で下船、ホテルへ向かいます。

6 時半からの開会式、交歓会で

は、チャグチャグ馬っ子、津軽あ

いや節などのアトラクションで

賑やかに時間が過ぎていきます。

参加協会 PR タイムとして、来年

の開催地・網走の熱のこもった紹

介もされました。

2 日目朝食後、閉会式で JCA 加

藤会長代行の講評、同行スタッフ

の福島工専サイクリング部の紹

介などあってから解散。最後のラ

ンを楽しむべく十和田湖・乙女の

像、十和田神社を経て、奥入瀬渓

流を今度は下りで、ゆったりと眺

め、焼山まで走ります。同所から

バスで七戸十和田駅に向かい、一

度は行きたかった奥入瀬渓流の

旅を終えました。

KCA 副理事長 平野 肇

第 59 回全国サイクリング大会 w ith

第 51 回東北サイクリングフェステイバル in 青森

参加報告

渓流入口休憩風景
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日時：2015 年 9 月 22 日（火・祝）

10:30 – 16:00

場所：横浜公園、日本大通り

これは「街中ではマイカーから

解放され、公共交通、自転車、徒

歩で出かける日」として世界

2000 以上の都市で同時開催され

るイベントです。出展は KCA と

して 3 年連続となります。

快晴に恵まれ連休の中日とい

うこともあり、家族連れを中心に

多くの参加者がありました。全世

界共通テーマ”Choose, Change,

Combine”(選んで、変えて、組

み合わせよう 賢い移動)のもと

参加各団体が 49 のブースを展開

しました。

今年は「自転車の安心・安全な

利用」が横浜でのテーマになって

いることから KCA ブースにも注

目が集まります。

担当者は朝 8 時 15 分に出展場

所の県庁前集合、設営に当たりま

した。民間団体主体のイベントで

すので出展未経験の方も多く、主

催者要請もあり、隣接出展団体の

設営にも協力して開催に間に合

わせます。

KCA ブースではテント脇にロ

ーラー台 3 基、段ボール箱を組ん

でパンク修理プレゼンテーショ

ンタワーとパネル展示が出来上

がり、スタンプラリーのポイント

を示す旗をたて、担当者各自持込

展示の自転車に自画自賛カード

を取り付ければ設営完了です。手

作りイベントの面目躍如という

ところです。

10:30 から横浜公園水のステー

ジで開会式。神奈川県副知事、横

浜市副市長、中区区長、県会議員

等々からご挨拶。子供のダンス団

体演技と横浜市交通局の「はまり

ん」君、赤帽組合の「あかぼうく

ん」などが開会式を盛り上げまし

た。

KCA ブースがスタンプラリー

ポイントとなったことの集客効

果は絶大で、来場者が続々と訪れ

ます。来場者の９割は小学生以下

の子供連れのご家族。子供の興味

を引くために、担当者はゆるキャ

ラ並みに派手なサイクルジャー

ジーを着込んで、ローラー台でデ

モンストレーションをしながら

声掛けを続けます。子供が乗って

みたいとせがんで親御さんが立

ち止まるというかたちで、ローラ

ー台の客引き効果が発揮できま

した。子供の足が届けばヘルメッ

トも貸してあげて乗ってもらい、

親御さんに写真に収めていただ

くのが定番です。惜しむらくは小

学校低学年の子供が乗れる自転

車をローラー台に用意できなか

ったことで、諦めてもらう子供も

多かったのでした。

今年は歩行者通路確保を主催

者に要請されたので、場所の制約

からパンク修理実演は、当初予定

した定時公演に至らず要求ベー

スで行いました。にもかかわら

ず、ローラー台試乗から話が進ん

で何度も実施することになりま

した。自転車競技のテレビアニメ

で興味を持ったという女性のロ

ーラー台試乗も続出し、興が乗っ

て JCA の自転車準備体操まで披

露いたしました。

一方では中高年齢者中心に展示

している各種折り畳み自転車へ

の質問が相次ぎ、持ち主の担当者

は効能説明と折り畳み実演で何

度も呼ばれ昼食もままなりませ

ん。簡単に畳めて引いて運べると

ころを示すと驚嘆の声が上がり

ました。

KCA はパンフレット「ご存知で

すか？正しい自転車のルール」、

同「自転車に乗って健康になろ

う」、同「県観光協会(かながわ屋)」

を数多く用意しました。また「バ

イコロジー」啓発ティッシュも多

数持参しました。これらは来場者

から興味のありそうな方を選ん

で丁寧に渡していたのですけれ

ど、午後のパレードが終わるころ

にはすっかり捌けてしまいまし

た。

主催者発表で総来場者数は

20,000 人、KCA ブース来場者は

1,000 人以上という盛況でした。

ローラー台デモンストレーショ

ンで走り続けてサイクリング大

会並みに心地よい汗をかいた一

日でした。注）バイコロジーは、

自転車が安全かつ快適に利用で

きる環境をつくることを目指し

ます。 KCA 理事 橋立 公正

横浜カーフリーデー

＆モビリティウィーク

2015 出展報告

人気の KCA ブース 自賛カードで興味を喚起
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開催日：2015 年 10 月 25 日(日)

参加者：30 名

コース：井田公園～矢上川沿い

～野川～宮崎台駅～東

高根森林公園～2 ルート

に分かれる～生田緑地

雨で中止しました「のんびりサ

イクリング」の内容を秋季サイク

リング大会としてふたたび開催

致しました。当日は快晴でしたが

前夜から続く強い風の中、参加者

は受付開始前より続々と集まり、

定刻の 10 時にはほぼ全員受付を

終えました。

最初に集合場所の井田公園で

日差しを浴びながら集合写真撮

影を行いました。今回 KCA 協会

旗は「2015 関東甲信越サイクリ

ングラリー東京大会 in 伊豆大島」

での使用のため送っているので、

手作りの旗を使用しています。そ

して協会挨拶後スタート致しま

した。

なお企画担当の浅見は自宅よ

り走行してくる途中で体調不調

に陥り、このスタート地点で皆様

を見送り、未到着の方を待ち、確

認後リタイア致しました。残念無

念です。夕刻自宅にて無事終了の

連絡を受け、ホッとするとともに

小生も皆様とご一緒に走行させ

ていただいた思いを持てました。

サイクリング詳細は以下に新山

理事にバトンタッチ致します。

KCA 理事 浅見 仁信

スタート後まずは先行と後続

の2グループに分かれて矢上川に

沿って走りました。途中、人形劇

団のひとみ座（NHK「ひょっこ

りひょうたん島」などで知られる

劇団）の建物を左手に見て進みま

した。JR 貨物ターミナルの登り

坂を越えて、馬絹神社や古墳のあ

る馬絹を右方向へ。

宮崎台駅の「電車とバスの博物

館」は残念ながら休館中です。来

年の 1月か 2月ごろリニューアル

オープンの予定です。駅近くのラ

イフスーパーストアの駐輪場に

自転車を置き、昼食用の弁当購

入、トイレなどで小休止してから

出発しました。

東高根森林公園のビジターセ

ンターから北口への道は心臓破

りの登り坂。ほとんどの人が自転

車を押しながら登ったようです

が、中には一気に頂上まで駆け登

った人がいました。驚きました。

KCA には凄い人がいます。園内

には県指定天然記念物のシラカ

シ林や県指定史跡の東高根遺跡

があります。皆様には森林浴また

は開放的な芝生での昼食を楽し

んでいただきました。

生田緑地ばら苑へは表門と裏

門の二手に分かれて入苑するこ

とになりました。表門グループは

二ヶ領用水の脇道から藤子・Ｆ・

不二雄ミュージアム前に出て表

門から入苑。裏門グループはばら

苑の奥の門から入苑しました。ば

らは今頃が良い時期で、5 月のば

らより 10 月のばらが素敵という

人もいます。周囲を山に囲まれて

風もなく、暖かく、ゆっくり鑑賞

できたのではないかと思います。

開苑当初の 1958 年頃は「東洋一

のばら苑」と賞せられ、今もその

雰囲気を残しています。

参加者の中には遠方からの

方々もあり、ここで解散したほう

が良いとして、予定と同じ生田緑

地内ということで解散、各自ご帰

宅となりました。多数のご参加、

ご協力を得て無事終了できまし

た。誠にありがとうございまし

た。 KCA 理事 新山 博

井田公園にて

速報!!

「2015 関東甲信越サイ

クリングラリー東京大会

in 伊豆大島」

2015 年 10 月 31 日(土)～11 月

2 日(月)、関東甲信越サイクリン

グ協議会主催、東京サイクリング

協会(TCA)主管にて伊豆大島に於

いて開催されました。

参加者は約 90 名です。群馬、

栃木、茨城、埼玉、千葉、神奈川、

山梨、長野、新潟、福島、三重な

ど一般参加の方々も含め幅広い

地域からのご参加をいただきま

した。うち神奈川からは 25 名の

参加です。TCA の皆様の尽力に

より、事故なく安全に終了しまし

た。式典では、来年は KCA が主

管して横浜を開催地とすること

を宣言しました。大会詳細は次号

をお楽しみに。

2015KCA 秋季サイクリング大会

ふたたび KCA のんびりサイクリング

開催報告
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実施期間：2015 年 4 月 18 日～10

月 25 日。報告書提出期限：2015

年 10 月 31 日。参加者：21 名。

【ザ・ビッグラン神奈川 2015

「神奈川県の役所・役場を巡って

みませんか」】は終了となりまし

た。期間中に既定の条件に従って

走行し、所定の期日までに課題地

を訪れた報告書を提出された参

加者には、めでたく完走賞と記念

品を差し上げます。表彰式は、

2016 年 1 月 17 日(日)開催の

「KCA 初詣サイクリング」の際

に行います。

同日に KCA 企画【チャレンジ

神奈川 2015「神奈川の城址を訪

ねて」】の完走者表彰もございま

す。各部門に該当される会員さん

は、表彰をお楽しみにお願いいた

します。

新春を寿ぎ、新しい一年の交通

安全を祈願する、恒例の「初詣サ

イクリング」を開催します。

記

●開催日：2016 年 1 月 17 日(日)

●受付と賀詞交歓会会場：

「大通り公園」横浜橋交番前

横浜市中区弥生町 3－35－5

●受付時間 10:00～10:30

以降は表彰式、賀詞交歓会とな

ります

●参 拝：「金刀比羅大鷲神社」

（ことひらおおとりじんじゃ）

横浜市西区真金町 1 丁目、横浜

橋交番より約 200ｍ

駐輪は、大通り公園の賀詞交歓会

会場にお願いします。盗難防止用

の鍵を持参してください。

当日は、ビッグラン完走賞、チ

ャレンジ完走賞など昨年成果の

表彰も合わせて行います。皆さま

お誘いあわせのうえご参加よろ

しくお願いいたします。

詳細は、KCA ニュース今号に

同封した開催要項、KCA ホーム

ページをご覧願います。 以上

「ザ・ビッグラン神奈川

2015」と「チャレンジ

神奈川 2015」は終了し

ました

2015 年「年忘れサイク

リング」見送りのお詫び

本年度 KCA 年間活動計画にあ

る「年忘れサイクリング&反省会」

は開催見送りとさせていただき

ます。12 月に一泊二日の行程で

横浜港周辺地区での開催を予定

していましたが、会場の選定で行

き違いがありました。受け入れ側

も誠意を尽くしてくださったう

えで、開催要件をめぐりやむを得

ず不成立となりました。

「年忘れ」行く年は、「初詣」

来る年の展望に代えて開催させ

ていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。

「2016 年初詣

サイクリング」

開催します

「関東甲信越」

第１回準備委員会

開催のお知らせ

KCA が来年に主管する「関東

甲信越ブロックサイクリング大

会 2016 in 横浜」のボランティア

スタッフ第1回準備委員会を下記

により開催いたします。

記

●開催日時：2016年1月24日(日)

13:30～15:30

●会 場：「かながわ県民センタ

ー」3 階 301 会議室（横浜市神

奈川区鶴屋町 2－24－2 横浜駅

きた西口より徒歩約 5 分）

●会議内容：開催概要、スタッフ

業務の種類と必要人数、各業務

内容など

ボランティアスタッフには、50

名超のお申し込みをいただきま

した。厚くお礼申しあげます。

つきましては、上記日程の会議に

ご出席くださいますようご連絡

申しあげます。詳細はお申込み者

に同封した開催要項をご覧くだ

さい。また KCA ホームページに

も同じく掲載しますのでよろし

くお願いいたします。 以上

※KCA ホームページは「神奈川

県サイクリング協会」で検索

http://web-kca.com/info.html

「KCA News No.104」をお届け

します。本号が会員の皆さまのお

手元に届くころは、師走ご多忙の

最中かもしれません。本号がこの

1 年の走りを振り返り、来年のよ

り一層楽しい走りを目指す準備

と計画にとりかかるきっかけに

なれば喜びであります。

編 集 後 記

来年には「関東甲信越ブロック

サイクリング大会 2016 in 横浜」

という 10 年振りの大イベントを

迎えます。これまで各地方協会が

主管する大会を各地で楽しませ

ていただきました。この経験を基

にして参加者も、お迎えする私た

ちも、誰もが楽しめる大会を作り

上げていきたいと存じます。




